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(畦幅×株間18,た Xt82)
1 1ま  じ め に Y型 フ0ん/a縄下げ

近年,10ア ール当り200″ 以上の 収 量を上げるホ ,  3 区の構成  1 無 トレンチャー区

ブ園が少なくなっており,そ の一因が土嬢状態による         2 春片側 トレンチャー区

ものではなかろうかとの考えから,昭和44年～47年 の         3 同 十堆肥区*

4 同 十堆月じ年 FTメ区4ヵ 年土壌調査を行なった。その結果,土壌養分が表
5 同 +「 T辞区層土に多く,下層土に少ないこと,さ らに,下層土は

有機物が少なく,ち 密で硬い土となっていることが認         *堆 1巴 200り/a,FTE 06し /8

4 トレンチャー耕法められた。

そこで,こ の両面を改善するために, トレンチャー   昭和48年萌芽前に,株元から55～90Cπ離れたところ

耕によって

'じ

沃な表層土と下層土との混合及び,有機  を幅55",深 さ40～50"に 片側だけ トレンチ ャー耕を

物の投入による下層土の不良性の改良とその持続効果  行なった。堆肥及び「 T'は トレンチャー溝に施用し,

を昭和48年～50年にかけて検討 した結果の概要を報告  その上に土を埋戻した。埋戻 しは手作業で行なった。

する。
5試 験 結 果

2試 験 方 法 1 下層上の肥沃化

` 
試験場所 喜多方市上三宮町            表層土と下層土の混合は均―に行なわれており, 1

2 耕種概要 品種キリン 2号 ,栽植様式       作後の土壌養分状態は第 1表のとおりである。

第 1表  1作後の土襲養分状態及び 1～ 2作後のち密度

注. 1層  0～ 15¨  ち密度は山中式硬度計のよみ
2層  15～ 30の

5層  30Cπ以下
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この回場は第 1表でわかるように土壌養分の多い土

壊である。有効りん酸についてみると,無 トレンチャ
ー区では

'層
に比べて 2層 は/, 3層 は%で上層と下

層の差が大きい。これに対 し, トレンチャー区では1,

2層が
'2■
/乾±100,と同じで,3層 lt 10躍ン篭 ±100′

と高くなってお り,表層と下層の差が小さくなってい

る。他の区についても同じように表層土と下層土がよ

く混和され,下層まで養分が補給されている。また,
石灰など塩基にも同じことが言える。これらのことか

ら, トレンチャー耕により下層土と表層土が良く混合

されることがわかった。ただ,有効態 りん酸及び置換

性石灰,苦土などその絶対量が無 トレンチャー区に比
ベ トレンチャー耕区で多くなったことについ

`は

再検

第 2表 収穫期の乾物重

討の必要があると考える。

2 土壌の膨軟化
トレンチャー耕による土壊の膨軟化とその持続効果

については,山中式硬度計によりち密度を測定 し,そ

の結果を第 1表に示 した。 2作後のち密度をみると,

無 トレンチャー区は 1層が19, 2層 以下が21で あるの

に対 し, トレンチャー区lt'層 が15,2層 が14, 3層

が11と トレンチャー耕による効果が持続されていた。

他の トレンチャー耕を行なった区でも同じ傾向がみら

れる。以上のことからトレンチャー耕によリー度膨軟

にされた土襲は下層ほどその持続期間は長く,本試験

では 2層 以下は同じ状態で 3年間は持続されると推察

される。           ・

(乾物重協/a)

48年 49年

茎 葉 重 球 花 重 同 左 比 茎 葉 重 球 花 重 同 左 比

無 トレンチ ャー

トレンチ ャー

トレンチ ャー +堆肥

トレンチャー+堆肥 +FTE

トレンチャー +FTE

555

651

589

65,

6,4

225

327

2,5

340

371

100
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134
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734
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5 収量
第 2表に茎葉重および球花重を示 した。収量 (球花

重 )は 無 トレンチャー区に比較し, トレンチャー区は,
初年目18¢ , 2年 目57¢ の増収を示 した。 ILl巴施用の

効果は,初年目はみられず, 2年 目で 4%の 効果が認

められた。堆肥は最下層への溝施用であるため,根が

堆月じに到違し効果を現わすのに時間を要 したものと考

えられる。50年春 (3作始め )の観察では,前年に比
べ,堆肥層への細根の侵入が多くみ られることか ら,
今後の効果が期待される。

FT工 の施用効果は初年 目は ヽレンチャー+堆肥+「

Tコ で1フ ¢, トレンチャー+FTEで 16%の増収であっ

た。なおFT3の 効果については 5年 目の収穫 と合 わ

せて検討する。

4 ま  と  め
1 トレンチャー耕を行なうことにより深さ30～ 50

"の
下層土と表層土を均一に混合することができる。

2 -度 膨軟にされた土壕は下層土においては 3年
以上はその膨軟性が持続するものと推察される。

3 有機物の施用効果も十分に考えられるがその種
類,量および施用方法については検討を要する。
4 トレンチャー耕は表層土に養分が集積 した土壌
だけでなく,養分の少ない土壊においても,表層に施
肥しトレンチャー耕を行なうことにより下層上の養分

状態および物理性を改善 し増収することができるであ

ろう。ただしホップは早害,湿書が出やすいので, ト
レンチャー溝に滞水することのない よう注意すること

が大切である。


